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東京都立目黒高等学校 グランドデザイン 
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【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力に基づくルーブリック】 

 

育成すべき資質・能力 要努力レベル レベル２ 当り前レベル レベル４ 目標レベル 

 

生徒の将来 

知
識
・
技
能 

基礎・基本 

の定着 

中学までに習得した知

識を基に、新しい知

識･技能を学び習得で

きる。 

知識･技能を使い、与

えられた課題に対応し

解決することができ

る。 

知識･技能を習得し、

各教科の課題に対して

主体的に解決すること

ができる。 

知識･技能を習得し知識

を一般化して主体的に

課題解決することがで

きる。 

習得した知識･技能を生

活や進路に向けて活用す

ることができる 

高
い
志
を
持
ち
、
実
現
に
向
け
た
「
努
力
」
や
「
挑
戦
」
と
い
う
行
動
が
で
き
る
生
徒 

深い学びと 

探究活動 

学習活動や日常生活に

不可思議や疑問を発見

することができる。 

指示に従い調査、観

察、実験などを計画的

に進めることができ

る。 

課題を選択もしくは発

見し、調査や観察･実

験を行い考察すること

ができる。 

自然現象や社会現象か

ら課題を発見し探究活

動を行い適切に考察で

きる。 

グローバルな現象から

課題を設定し、他者と

協力し探究活動を行い

解決できる。 

高い志 

努力の継続 

今の力を的確に把握

し、目標を立て、その

伸長に努力を惜しまな

い姿勢がある。 

各自の適性を見極め将

来について考え、目標

を設定することができ

る。 

自分の学習状況と適正

から学習計画を立て実

現に向けた努力を惜し

まない。 

自分の将来を見据えそ

の目標実現のためによ

り高い目標を立て努力

できる。 

目標実現に向けた計画

をたて、毎日努力を継

続し決して諦めること

はない。 

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等 

読解力 

文章を正しく読むこと

ができ、文章の意味を

概ね理解することがで

きる。 

正確に読み、内容を正

しく把握することがで

きる。 

正しい文章内容の把握

を行い、内容を要約し

たり説明したりでき

る。 

文章を把握し、的確に

説明したり、自分の言

葉で文章を作ることが

できる 

どのような文章でも内

容を把握、行間を読み

まとめたり発表するこ

とができる。 

論理的 

思考力 

物事の因果関係を考え

ることができる。 

順番について判断でき

る。 

因果関係を踏まえたう

えで順序を考え説明す

ることができる。 

分かりやすい説明がで

き、比較的短い文章で

説明できる。 

分かりやすく短い文章

が作成でき、正しく伝

えることができる 

因果関係を的確に示し

た短文が作れ、多くの

人を説得し納得が得ら

れる。 

判断力 

既習の内容から、物事

の判断基準を概ね身に

付けている。 

判断基準に従い、私情

を挟むことなく適正な

判断をできる。 

社会的に認められる判

断基準が確立し、的確

な判断ができる。 

正しい判断が何事に対

しても行え、ブレるこ

とがない。 

説明や説得で理解を得

られる正しい判断がで

きる。 

学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等 

価値観の

創造･共創 

自分なりの価値観を持

ち、グローバルな視点

に対する理解をするこ

とができる。 

自分以外の人間の価値

観に対する配慮がで

き、尊重しあう態度が

身についている 

自他の価値観に配慮尊

重し合い、新たな価値

に対する理解を深める

ことができる 

人と協力し、相互理解

の上に新たな価値観を

共有・想像することが

できる 

すべての生物に対する

深い理解を元に、新た

な価値を創造し社会に

貢献する。 

信頼関係 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

自己を客観的に見る事

ができ、自分の考えを

相手に伝えることがで

きる。 

人権を尊重し自己や相

手のことに配慮した行

動や発言ができる。 

思い遣りの心を持ち相

手の立場を尊重したコ

ミュニケをとることが

できる。 

自己中心的にならず他

人に対する思いやりや

配慮の多くが自然にで

きる。 

人権感覚を持ち、常に

周囲への配慮を無意識

に行い誠実な行動や対

応ができる。 

自主自律 

(自学自習) 

指示された 60％の実

施に留まる。家庭学習

1 時間以下。 

10 言って６実施 

指示された 80％を独

力でできる。予復習 2

時間以上。10 言って

8 実施程度 

指示されたことは達成

できる。学習時間 2 時

間程度。10 言われ 10

で終わる。 

指示の先や今後の影響

を考え主体的に挑戦。

12 以上の達成で成果

を共有できる 

指示を受けることなく

主体的計画的に学校生

活すべてに取り組む。

ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ発揮 

【学校の教育活動全体を通して（教科横断的に）育成すべき資質・能力】 

①基礎・基本を身に付け、主体的に知識を活用する力  ②高い志を持ちその達成に向けた計画的な努力の継続  ③論理的思考力・判断力・読解力の定着 

④何事にも負けない、健康や体力、忍耐力、精神力を育む  ⑤人権尊重の精神を持ち、規範意識を身に付け自主的自立的に行動する能力 

【目指すべき生徒の将来像（２０年後の生徒の姿など）】 

・自らの興味や関心、課題認識に対する追究意欲が旺盛で、グローバル化や高度情報化時代を牽引する資質や能力を有している。 

・知・徳・体のバランス感覚があり、身に付けた自主的・自律的な精神により、社会に貢献する行動がとれる。 

 

【生徒／学校現状】 

・真面目で大人しいが、自分に自信が持てていない。 

・熱中して取り組むことが苦手、挑戦・努力の気持ちが不足。 

・コミュニケーション不足、積極的な対話で人間関係を築く。 

・自己有用感から「社会貢献」を目指す行動が必要。 

【教育目標】 

・知性豊で福祉の精神を持ち世界平和に貢献 

・能力に応じた進路を選択し個性を磨く 

・人格や人権を尊重し自主・自律を実現する 

【予想される社会の変化】 

・知識基盤社会の確立 ・グローバル化 ・ICT、IOT、AI の進化 

・ESD、SDGｓの対応 ・超高齢少子化 ・価値観の多様化 

【学校像/学校経営計画】 

高度情報化・グローバル化に主体的に対応し、国際社会に貢献する

ことができる生徒の育成を目指し、高い志を育み努力を継続する力を

育成し、自ら考え判断し行動するための支援を行う。 


